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平成30年度　第１回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成30年9月１０日（月）14:00～16:00
場　所
：大阪府公館
出席者　：委員）市川委員・大石委員・柴田委員・多田委員・田中委員・鶴田委員・弘本委員　計7名
（欠席：阿部委員、馬場委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 会長の選任等について
・委員の互選により大石委員が会長に選任された。また、大石会長は会長代理に多田委員を指名した。

・治水専門部会の委員として、大石会長は市川委員、大石委員、多田委員、馬場委員を指名し、同部会長に多田委員を指名した。

(2) 大津川水系及び佐野川水系の河川整備の事業評価について
○大阪府管理河川において、流出計算及び氾濫計算はそれぞれ共通の手法で実施しているのか？ 
●流出計算については、流域面積の大きさや貯留施設の有無などの河川特性に応じて手法を使い分けている。例えば、流域面積が小さく貯留施設が無い河川では、合理式による流出解析を実施しており、流域面積が大きく貯留施設が有る河川では、特性曲線法による流出解析を実施している。また、氾濫計算については、統一的なルールを作成し、共通の手法で実施している。
○槇尾川の用地費が増額となるのは当初想定できない特殊な事情があったのか。
●用地補償費のうち、詳細調査を必要とする工場の機械設備等の補償費が増額となったもの。
○槇尾川以外の河川にも消費税や人件費の増額による影響があると思うが、増額しなくても良いのか。
●コスト縮減等も行い、現時点で全体事業費を超える見込みでないため、増額は不要と考えている。
○佐野川水系ではため池や調節池の活用策を取り入れているが、他の河川では行わないのか。
●松尾川は残区間が僅かであり、引き続き河川改修による手法で完了を目指す。槇尾川については、前回評価時点で河道そのものを拡げる対策を選定した経緯があるため、河川改修による手法で完了を目指す。牛滝川については、ため池の常時水位を下げることについて了解を得られる候補となるため池が無いのが実情であるが、引き続き治水活用可能なため池の有無について検討していく。
○河川整備計画には「整備にあたっては、河床の平坦化を避け、瀬や淵の形成に配慮するなど、自然環境の保全を図る」と記載されているが、どのように取組んでいるのか。
●護岸に粗面ブロックを採用していること。整備直後の河床は平坦であるが一出水で容易に河床変動が生じることや、上流からの土砂供給により瀬や淵は今後自然に形成されていくと考えている。良好な形成になるかモニタリングしていく。
○今後、河床が高くなってくることや、植生が繁茂してきた場合の考えなど、メンテナンスに対してどのように考えているか。
●各河川、年に１回河川巡視点検を行い、河道の状況や施設の老朽化などを調査している。また、事務所ごとに維持管理の行動計画や河川特性マップを作成している。これらを活用し、影響度の高いところから順次対策するなど、対策をおこなっている。
○事業評価対象地域の河床勾配はどの程度か。土砂の発生量など大きな違いはあるのか。また、ショートカットした旧河道の維持管理はどのように行うのか。
●松尾川は、１００分の１から２００分の１程度、佐野川水系は１００分の１程度でいわゆる急流となっている。土砂発生量については、いずれの水系も上流域の山地部から発生しており、大きな違いはない。旧河道については平常時も水を流すため、基本は現状のままであり、流下能力に支障のないようなメンテナンスを続ける。
○ため池の治水活用は良いことと思うが、施設の老朽化や管理者も高齢化を考えると、関係自治体や地元との連携、連絡体制の構築にしっかり努めていただきたい。
●ため池については、環境農林水産部で「大阪府ため池防災・減災アクションプラン」を策定し、下流への影響が大きいため池や老朽度が高いため池を対象に、耐震診断、ハザードマップ作成、改修工事に取組んでいる。佐野川水系の熊取大池については、耐震診断により耐震性を有していることが確認されており、河川管理者として一定の安全性を確認した上で治水活用を行うこととしている。なお、治水活用については、常時の水位を低下させることから、地震や大雨時の安全確保に寄与するものと考えている。
○佐野川水系の維持管理費が前回より減っている理由は。
●事業評価を行う際には、工事着手時から工事完了50年後までの便益、費用（建設費、維持管理費）を計上し、B/Cを算定することとしている。維持管理費については、建設費の0.5％にて計上して評価しているため、前回より減額となっている。
○ため池の治水活用は熊取大池の１つだけか。
●佐野川水系では２つ計画しており、残る青池は今後協議調整を行う。
○ため池の治水活用時にはため池直下の土地利用誘導にも併せて取組んでほしい。
○「大津川水系及び佐野川水系の河川整備の事業評価」については、府民意見募集を開始し、現地視察を実施した上で次回以降継続審議とする。
(3) その他（台風21号及びH30.7月豪雨の概要）
○防災に対する関心が高くなっている今の機会を捉えて、防災情報発信に努めてほしい。また、学校での教育にも取り入れてもらうべき。

●情報発信やＰＲをする最大のチャンスと捉え、発信に努めたい。また過年度から河川管理者が小学校等に出前講座を行い、大雨に対する認識や府民の皆さまにとってほしい行動について説明することにも取り組んでいる。
○３大水門の開放時間や毛馬排水機場の運転時間を教えてほしい。

●安治川水門及び木津川水門については18時15分に開放が完了、尻無川水門については、障害物の影響もあり21時07分に開放が完了した。なお、３大水門の開放については、高潮警報の解除がトリガーとなっている。毛馬排水機場の運転時間は後日調べてお伝えする。
○高潮への警戒について、専門家は認識しているかもしれないが、世の中の認識が不十分の部分もあると思うので、しっかり情報発信してほしい。また、今回の高潮に対する河川管理者の対応状況について教えてほしい。
●気象台の情報から、高潮の可能性が高いことは分かっていたので、我々としては３大水門や毛馬排水機場など高潮に対して早い段階から準備を行った。一方、一般の方にどれだけ高潮の脅威を伝えられたかという点については、今後、検証して活かしていきたいと感じている。
○北部地震と7月豪雨で被害が連動するような事例はあったか？ 
●大阪府においてそういった事例は見受けられなかった。
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